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本
号
の
特
集
で
は
国
水
研
の
国
際
的
な
水
銀
研

究
振
興
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
九
月
二
七
日
～
二

八
日
に
、「
水
銀
の
毒
性
や
環
境
保
健
に
関
す
る
最

近
の
進
歩
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
「

※

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
と
ん
と

ん
峠
を
御
覧
に
な
っ
て
頂
き
、
少
し
で
も
国
水
研

の
活
動
を
知
っ
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

 

国
水
研
は
、
水
俣
病
に
関
し
て
の
総
合
的
な
調

査
、
研
究
、
そ
し
て
国
内
外
の
情
報
の
収
集
、
整

理
及
び
提
供
を
行
う
こ
と
と
こ
れ
ら
に
関
連
す
る

研
修
の
実
施
を
目
的
と
し
て
環
境
省
の
機
関
と
し

て
熊
本
県
水
俣
市
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

国
水
研
は
、
わ
が
国
の
公
害
の
原
点
と
い
え
る

水
俣
病
と
そ
の
原
因
と
な
っ
た
メ
チ
ル
水
銀
に
関

す
る
総
合
的
な
調
査
・
研
究
、
情
報
の
収
集
・
整

理
・
研
究
成
果
や
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
国
内
外
の
公
害
の
再
発
を
防
止
し
、
被
害
地

域
の
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。 



●
特
集 

『
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』   

 

山
元 
恵
・
新
江 

亮
子 

 

国
水
研
で
は
、
毎
年
国
内
外
の
専
門
家

を
招
い
て
、
水
銀
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
、

公
開
研
究
発
表
会
（
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ

ム
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
Ｎ

Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
九
月
二
七
日
～

二
八
日
に
、
「
水
銀
の
毒
性
や
環
境
保
健

に
関
す
る
最
近
の
進
歩
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
環
境
化
学
・
環
境
毒
性
に
関
す
る
国
際

学
会
」
と
の
共
催
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

国
際
学
会
と
の
共
催
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
講
演
者
の
半
分
以
上
は
ア
ジ
ア
か
ら
、

講
演
の
半
分
は
毒
性
影
響
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

半
分
は
環
境
保
健
分
野
の
研
究
、
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
で
、
海
外
の
研
究
者
七
名

（
香
港
、
台
湾
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
デ
ン
マ
ー

ク
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
）
、
国
内
の
研

究
者
三
名
及
び
国
水
研
の
研
究
者
三
名

の
十
三
名
が
、
四
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
わ

か
れ
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
最
終
的
に

十
五
の
国
・
地
域
か
ら
延
べ
約
百
二
十
名

の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
質
疑
応
答
の

時
間
に
は
多
く
の
質
問
が
飛
び
交
う
活

発
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。 

 
今
回
の
参
加
者
の
大
半
は
、
水
銀
研
究

に
従
事
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
水
銀
研
究
の
大
要
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
「
水
俣
病
の
歴
史
や
補
償
制
度
、
イ

タ
イ
イ
タ
イ
病
や
四
日
市
ぜ
ん
そ
く
な

ど
、
日
本
の
公
害
病
全
般
に
関
す
る
オ
ー

バ
ー
ビ
ュ
ー
」、
次
い
で
、「
こ
の
二
、
三

年
の
水
銀
研
究
の
動
向
に
お
い
て
、
特
に

ト
ピ
ッ
ク
ス
と
な
っ
た
研
究
、
す
な
わ
ち

魚
の
摂
取
に
伴
う
リ
ス
ク
と
メ
リ
ッ
ト

に
関
す
る
公
衆
衛
生
学
的
な
研
究
」
、
最

後
に
、
「
メ
チ
ル
水
銀
に
よ
る
神
経
毒
性

へ
の
感
受
性
、
主
と
し
て
小
児
へ
の
影
響

に
関
す
る
疫
学
的
な
研
究
動
向
」
に
つ
い

て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
後
に
は
、
ス
タ
デ

ィ
ー
ビ
ジ
ッ
ト
を
企
画
し
、
永
本
賢
二
さ

ん
に
よ
る
語
り
部
講
話
、
坂
本
館
長
の
案

内
に
よ
る
水
俣
病
資
料
館
の
見
学
、
そ
し

て
親
水
護
岸
、
百
閒
排
水
口
の
見
学
を
行

い
、
水
俣
病
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
語
り
部
講
話
で
は
、
参
加
者
全

員
が
、
永
本
さ
ん
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
、
多
く
の
質
問
や
水
俣
病
に
対
す
る
率

直
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

 

質疑応答の様子 

発表中のグランジャン氏 

水俣病資料館にて 親水護岸にて 



二
日
目
の
最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

水
銀
の
生
体
影
響
の
解
明
を
目
的
と
し

た
実
験
研
究
に
お
け
る
成
果
と
し
て
「
コ

モ
ン
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
、
マ
ウ
ス
や
ラ
ッ
ト

を
用
い
た
脳
神
経
系
に
お
け
る
メ
チ
ル

水
銀
へ
の
応
答
因
子
に
関
す
る
研
究
」
、

お
よ
び
動
物
実
験
と
比
較
し
て
実
験
の

容
易
な
「
酵
母
を
用
い
た
メ
チ
ル
水
銀
へ

の
耐
性
遺
伝
子
に
つ
い
て
の
研
究
」
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。 

第
三
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
「
ブ
ラ
ジ

ル
の
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
住
民
に
お
け
る

水
銀
曝
露
と
免
疫
系
へ
の
影
響
に
関
す

る
疫
学
的
な
研
究
お
よ
び
実
験
研
究
」
、

つ
づ
い
て
「
日
本
人
を
対
象
と
し
た
周
産

期
に
お
け
る
メ
チ
ル
水
銀
曝
露
と
出
生

児
の
発
達
影
響
」
、「
ア
メ
リ
カ
に
住
む
ア

ジ
ア
人
（
日
本
人
、
韓
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
）
に
お
け
る
魚
介
類
摂
取
に
関
す
る

疫
学
的
な
研
究
と
一
般
市
民
へ
の
情
報

の
伝
達
手
法
」
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し

た
。 

 

最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
「
中
国
小

規
模
水
銀
鉱
山
に
お
け
る
水
銀
蒸
気
へ

の
慢
性
曝
露
に
よ
る
神
経
運
動
機
能
へ

の
影
響
」
、「
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
の
都
市
及

び
農
村
人
口
に
お
け
る
水
銀
曝
露
の
特

性
」
、
最
後
に
、「
母
体
血
及
び
臍
帯
血
中

の
水
銀
と
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
の
濃

度
お
よ
び
出
産
時
の
母
親
の
毛
髪
中
の

水
銀
濃
度
と
の
関
連
」
に
つ
い
て
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
、
海
外
か
ら
の
講
演
者
の
半
数
の

方
に
と
っ
て
初
め
て
の
水
俣
訪
問
で
あ

り
、
「
水
銀
研
究
に
従
事
し
て
い
る
か
ら

に
は
一
度
訪
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
」
と
の
こ
と
で
、
今
後
の
協
力
を
約
束

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
休
憩
時

間
に
は
、
各
国
か
ら
の
参
加
者
同
士
が
活

発
に
意
見
交
換
を
さ
れ
て
お
り
、
水
銀
研

究
に
関
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。
会
合
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発

生
し
た
二
つ
の
台
風
の
影
響
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
盛
況
の
う
ち
に
今
年
度
の

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
水
銀
研
究

を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
Ｎ
Ｉ
Ｍ

Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
々

に
最
新
の
水
銀
研
究
成
果
を
発
信
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

 
 

会場の様子 

百間排水口の見学 

 

国
水
研
の
動
き 

（
平
成
二
十
四
年
十
月
～
平
成
二
十
四
年
十
二
月
） 

  

十
月
九
日 

  

住
居
環
境
に
よ
る
環
境
都
市
づ
く
り 

（
水
俣
市
） 

（
ブ
ラ
ジ
ル
・
メ
キ
シ
コ
・
モ
ロ
ッ
コ
・
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
） 

 

十
月
十
日 

  

水
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ 

（
日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
） 

  

（
中
国
・
エ
ジ
プ
ト
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
ラ
ウ
イ
・ 

   

メ
キ
シ
コ
・
パ
ナ
マ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
セ
ル
ビ
ア
・ 

   

ジ
ン
バ
ブ
エ
） 

 

十
月
二
十
日 

  

健
康
セ
ミ
ナ
ー
「
在
宅
医
療
の
話
」 

 

十
一
月
九
日 

  

名
城
大
学
（
小
嶋
教
授
）
来
所 

   



 

      

十
月
二
十
日
（
土
）
に
情
報
セ
ン
タ
ー

で
第
二
十
七
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
「
在
宅
医
療
」
を

テ
ー
マ
に
竹
本
医
院 

医
院
長 

森
謙
一

郎
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

在
宅
医
療
は
、
様
々
な
障
害
に
よ
っ
て

通
院
困
難
に
な
っ
た
患
者
さ
ん
に
対
し

定
期
的
に
訪
問
診
療
を
行
う
こ
と
で
、
自

宅
に
居
な
が
ら
診
療
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
る
た
め
、
家
族
と
共
に
生
活
が
送
れ
、

自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
住
み
慣

れ
た
自
宅
で
療
養
し
て
い
き
た
い
と
い

う
要
望
の
下
、
在
宅
医
療
は
外
来
や
入
院

に
次
い
で
第
三
の
医
療
と
し
て
毎
年
増

加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

講
演
の
後
半
に
は
来
場
さ
れ
た
方
々

の
御
質
問
に
対
し
て
先
生
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                            

      
           

 

編
集
後
記 
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の
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ん
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二
〇
一
二
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。 

本
年
七
月
の
豪
雨
に
よ
り
、
阿
蘇
地
域
・

熊
本
市
北
部
地
域
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
、
今
な
お
そ
の
爪
痕
が
の
こ
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

被
災
地
域
の
復
興
は
進
ん
で
お
り
、
報
道
等

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
た
び
、
元
気
を
い
た
だ

い
て
い
る
方
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

と
ん
と
ん
峠
で
は
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
左
記
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
お
気
軽
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。 

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ 

お

知

ら

せ 
★ 

第
二
十
七
回 
健
康
セ
ミ
ナ
ー 

を
開
催
し
ま
し
た
♪ 

❤
健
康
メ
モ 

 『
睡
眠
と
健
康
に
つ
い
て
』 

 

睡
眠
は
人
生
の
約
３
分
の
１
を
占
め
ま

す
。
睡
眠
は
体
の
疲
れ
を
取
る
た
め
に
必

要
で
す
が
、
も
っ
と
も
大
事
な
点
は
脳
を

休
め
る
た
め
で
す
。
睡
眠
中
は
さ
ま
ざ
ま

な
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
体
を
修
復
し
、

新
陳
代
謝
を
促
し
ま
す
。
ま
た
、
睡
眠
に

は
免
疫
力
を
高
め
る
役
割
も
あ
り
ま
す
。

睡
眠
不
足
が
続
く
と
、
自
律
神
経
の
う

ち
の
交
感
神
経
が
過
度
に
緊
張
し
、
カ
ゼ

を
ひ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
睡
眠
を
と
ら

な
い
と
、
体
力
低
下
、
注
意
力
低
下
、
判

断
力
低
下
、
作
業
効
率
の
低
下
と
い
っ
た

弊
害
が
起
き
ま
す
。
睡
眠
の
必
要
量
に
は

か
な
り
個
人
差
が
あ
り
、
年
齢
・
日
中
の

活
動
度
・
体
調
な
ど
に
よ
っ
て
も
大
き
く

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
基
本
的
に
日
中
眠
気

が
な
く
、
ふ
だ
ん
の
生
活
を
す
る
の
に
問

題
が
な
け
れ
ば
、
睡
眠
時
間
に
こ
だ
わ
る

必
要
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

グ
ッ
ス
リ
眠
る
た
め
の
就
寝
１
～
２
時

間
前
の
生
活
習
慣
と
し
て 

① 

ぬ
る
め
の
お
風
呂
に
浸
か
る
。 

② 

肉
類
や
水
分
を
取
り
過
ぎ
な
い
。 

③ 

激
し
い
運
動
は
し
な
い
。 

④ 

心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
。 

⑤ 

コ
ー
ヒ
ー
や
濃
い
お
茶
を
避
け
る
。

⑥ 

寝
酒
よ
り
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
を
飲
む
。

な
ど
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。 

質
の
高
い
睡
眠
を
と
っ
て
、
生
き
生
き 

と
し
た
毎
日
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。 

臨
床
部 

宮
本
（
謙
）


